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前支部長 吉口 市郎 （昭和 59 年 経営学部卒業） 

昨年来の新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、当地域支部も活動の自粛を余儀

なくされた 1 年でした。 

その中で唯一の活動といえるのが、７月 10 日に板橋区役所で行われた「植村冒険館リ

ニューアル移転の寄付金」を贈呈したことです。板橋区に居住していた明治大学の大先輩

の植村直己氏の偉業をたたえる植村冒険館がリニューアル移転するということで 明治

大学校友会東京都北部支部および板橋区地域支部で、合わせて 10 万円を板橋区に寄付い

たしました。 

当日は、当地域支部の役員でもある田中しゅんすけ区議会議員にご尽力いただき、坂本区長にもご出席いただ

きました。後日、新聞等に掲載されるほど反響がありました。 

コロナが終息した暁には、校友の皆様と一緒に新しく生まれ変わる「植村直己スポーツセンター」の見学会

を開催したいと思います。新型コロナウィルス感染症の拡大による未曽有の事態ではありますが、医療従事者

向けのワクチンの先行接種も始まり、一日も早く平穏な日常生活を送ることができる世の中に戻りますこと

を切に願っております。 
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 本年 4 月に開催された 2021 年度支部役員会による総会議事の取扱い議決にて、吉口支部長の退任が決定しました。前回改選

時の任期は 2 年でしたが、コロナ感染症の拡大の影響により引き続き 1 年間、継続して務めていただきました。新支部長は、タ

イムスリップして、前支部長よりも年齢が、一回り上の 高木 高明地域支部長(S48 政経卒 城北高卒)になります。「不要不急

の外出はしない」、「3 密の行動は避ける」等、行動変容を維持しながら、先頭に立って支部活動を取り仕切り、まとめてくれる

と思います。「明治大学でよかった」という想いを共有できる場を提供してまいります。引き続き、皆様のご支援をお願いいた

します。 埋草(橋田)  
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遠藤 正明 （昭和 49 年 商学部 卒業）  

新型コロナウィルスが世界中に蔓延しておよそ一年余り経ちました。昨年 12 月初旬、成増在住メンバー5 人

で、こじんまりとした忘年会をやって以来、お店で飲むこともなくなりました。 

 商売のほうは、ドル箱ともいうべき農業祭や地区祭などのイベントが、全て中止となり、大打撃を受けまし

た。でも、「持続化給付金」という恩恵を受けることができて、何とかしのぐことができました。零細個人事

業主としては、大変有難い制度でした。 

一方で、蜜蜂の飼育に関しても散々な目に遭いました。昨年秋「オオスズメバチ」の猛攻に遭い、ほとんどの

群れが全滅してしまいました。採蜜した後だったのが、不幸中の幸いでした。今年の春、また一からやり直し

です。しかし、気落ちなどはしていません、これも自然相手の仕事と達観しています。 

 健康面でいえば、コロナ禍のもと精神的に閉塞感が高まることのないように、また肉体的にも衰えないよう

に、二つのことを始めました。 

一つ目は、昨年 3 月に購入した自転車で、荒川河川敷を走ることです。ほぼ毎日、大体 20 ㎞から 30 ㎞、

足が軽く感じるときは 50 ㎞位走ります。晴れた日は、富士山や浅間山、筑波山、さらに日光の男体山などが

綺麗に見えます。寒い日でも自転車をこいでいると、結構汗ばんで暑いくらいで気持ちがいいです。 

二つ目は、非常事態宣言により学校閉鎖になったとき、家内と孫四人（高校一年生から小学二年生）とで家

族麻雀を始めたことです。ジジババ二人にとっては、頭の体操、孫たちは新しいゲーム、和気あいあいながら

も遠慮会釈なしの真剣勝負、全員で楽しんでいます。学校再開になってからも、週 2，3 回のペースでやって

います。 

校友会の皆さんと楽しく飲んで騒げる日が、一日も早く来ることを願っております。皆さんもその日が来るま

で、元気でお過ごしください。 
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坂本 寛 （昭和６１年 経営学部経営学科 卒業）  

明治大学校友会板橋区地域支部の会員の皆様、コロナ禍において、いかがお過ごしでし

ょうか。 

 私は板橋区成増において、高齢者福祉施設及び高齢者に係るデイサービスやホームヘル

パーなどの在宅サービスを提供する法人の代表をしております。令和２年１月にダイヤモ

ンドプリンセス号にて新型コロナの感染事例が確認されて１年が経過しました。当初はウ

イルス自体の性質も解らず、そのため飛沫感染にとどまらず空気感染をも想定した対応が

求められました。現在、当施設では感染防止のために入館者を限定し、職員は最大限の感染予防を行い、必要

に応じてご利用者及び職員のＰＣＲ検査を実施しています。 

令和３年２月よりファイザー社の新型コロナウイルスワクチンの接種が医療従事者から始まりました。ワ

クチンの確保や接種に至るまでの手配など、いくつかの問題点はあるものの、どの国よりも先駆けてワクチン

接種を開始しているイスラエルが大きな成果を上げていることを鑑みると、日本でも出来るだけ早くワクチ

ン接種が進むことを願うばかりです。私は高齢者に係る仕事をしていること

から比較的早く接種が可能となるので、自ら率先してワクチン接種を行い、

ご利用者や地域の高齢者の生活と命を守ることが使命だと考えております。

未曽有の災禍ゆえに不安な日々が続いていますが、会員の皆様に平穏な日々

が早く戻られることを心より願っております。 

「はちみつおじさん」として親しまれている遠

藤さん。大学時代は体育会少林寺拳法部に所属

していました。また明大ホームカミングデーの

時は、リバティタワー内で、はちみつ販売の出

店をしています。最近ではホームカミングデー

の景品として、北部支部を通して「はちみつセ

ット」の景品の提供をして支援を行なっていま

す。埋草(橋田) 
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稲葉 友紀 （昭和 57 年 政経学部 卒業）  

前支部長の藤井様の紹介で、校友会の行事に参加させていただいていま

す。在学中私の所属していた探検部の部員がいなくなり、OB 会はあるも

のの、直接大学とのつながりがなくなり、寂しく思っていたときでしたの

で、このようなつながりができたことは有り難く思っています。それにも

かかわらず幹事の方々のご尽力に対し、ほとんどお手伝いすることなく、

申し訳なく思っています。 

私は、現在自動車会社に勤務していますが、不動産関連の部門にいるた

め定年後の生活のため、不動産関連の資格を取得したいと思い、会社に行

きながら予備校に通うという、昔の受験生のような生活を送っています。現在コロナ禍により、比較的こちら

の方に専念でき、充電期間のつもりで日々を送っています。 

学生時代、当時のラクビー部長の蒲生正男先生のゼミに所属していたこともあり、学生時代から現在に至る

まで継続的にラクビーの試合を観戦しています。JRFU とともに明大ラクビーファンクラブにも入っています。

現在、私の学生時代の様な黄金時代が復活しつつあるのを楽しみにしています。毎回早稲田戦では校友会各支

部の方々が沢山来られています。是非、皆様足を運んでいただき、満員の新国立競技場でお会いできればと思

います。 

もう一つ私の観るスポーツとしてフィギュアスケートがあり、毎年全日本をはじめとする大会を観に行っ

ていますが、明治には世界選手権準優勝の樋口新葉選手をはじめ、多くの選手が活躍しています、最近は他大

学の卒業生を含めた卒業生を中心としたアイスショー明大オンアイスを開催しています、是非校友会の皆様

で足をはこんで下さい。 

私のするスポーツとしては、ヨットがあります、また沖縄にもはまっていて、沖縄のイベント、ライブには

多く参加していますが、実際によく沖縄 特に石垣島に出かけ、ダイビングもしています、こちらの方でもご

興味のあるかたはよろしくお願いします。 

私のヨットは普段は江の島においていますが、現在江の島がオリンピックの会場になるため、今秋まで葉山港

に移されましたが、そこには立派な明大ヨット部の合宿所があり、いつも現役の学生の活動を観ながらヨット

に乗っています。 

ヨット競技は、男女一緒に区別なく試合に出られる数少ない競技の一つで、女子のペアが 470 級の全日本

選手権で優勝したこともあります。昨年、明大ヨット部は 470 級もスナイプ級も全日本インカレに出場でき

ました。今は理不尽な上級生、下級生との上下関係もないようで、男子も女子も一緒に一生懸命に活動してい

る姿を観ると思わずうれしくなってきます。今年の夏は私のヨットに乗りながら、彼達、彼女達を応援してく

ださい。コロナ禍が明け、また皆様にお会いできることを楽しみにしています、今後ともよろしくお願いいた

します。 
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2021 年のこの年、 

当地域支部は支部創設 75 周年を迎えます。    明治大学は創立 140 周年を迎えました。 

板橋区は、生誕 80 周年のこの年に、母校明治大学が誇る世界的な冒険家植村直己氏の「植村冒険館」をリ

ニューアル移転し、東体育館と融合した植村直己スポーツセンターを 12 月にオープンさせます。 
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松浦 昌彦 （平成４年 文学部卒業 ） 

「冬来りなば春遠からじ」 

イギリスの詩人シェリーの詩の一節からきている「辛い時期を耐

え抜けば必ず良い時期がやって来る」ということのたとえだが、コ

ロナ禍で暮らす我々にとって今の心境を表すのに最もふさわしい

言葉なのではないか。 

コロナ禍で迎えた今年の受験シーズン。この一年、これまでに経験

したことのない不安を抱えて受験勉強に取り組んできた受験生の

心中は察するに余りある。また、去年晴れて大学生になったはずの

若者たちを待っていたのも春ではなく冬だった。我が家の次男は

去年、吉祥寺にある某私立大学に合格したが、入学式も中止となりキャンパスに行ったのは１年間で一度だけ

。「大学生になった気がしない」と諦め気味になっている我が子の姿を見ながら、自分の学生時代を思い返し

てみる。私が明治大学に入学したのは３０年以上前になるが、学生時代の友人たちと過ごした日々の出来事は

今でも鮮明に思い出すことがあるし、現在も連絡を取り合う友人は多い。もちろん大学は学問の場だ。しかし

勉強以外で学生時代に経験したことは将来必ず役に立つ。そういう意味では、キャンパスに通えないことは学

生にとって大きな損失だと思う。特に入学したばかりの１年生は、友人を作る機会さえも失われ孤独感に苛ま

れている。中にはオンラインを駆使する行動的な新入生もいなくはないだろうが、大半の学生は少なからず不

安や不満を抱いているに違いない。 

そんな中、心温まるニュースが届いた。明治大学ではこの４月、去

年入学した学生と今年入学する新入生の入学式を合同で行うという

のである。コロナ禍が収束しない中で入学式を行うことに異議を唱

える方もいるかもしれないが、校友としては大学関係者の皆さんの

心意気を感じるし、学生たちにとってはまさに「春遠からじ」を実感

できるきっかけとなるだろう。春はもうすぐそこまで来ている。頑張

れ明大生！ 

S61 年度の入学式 
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「個」を強くする明治大学 「個」をつなぐ紫紺板橋」 

 

会報への投稿をお待ちしています。編集をお手伝いください。 

         連絡先 ： 橋田 隆     ０９０－６１９６－５５７６ 

            brifiedra24dec@shikon.meiji.ac.jp 
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「明治は君を待っている」埋草(umekusa) 「卒業アルバムから」 「２０１９VS 帝京大」 
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木村 隆志 （平成６年 法学部卒業 ） 

 校友会の皆様、大変ご無沙汰しております。今回、会報に記事

をとのお話をいただき、ぜひ皆様に見ていただこうと思ったの

が、かつての明治大学記念館の写真です（1994 年撮影）。現在の

リバティタワーも壮観ですが、私にとっては、慣れ親しんだ記念

館の方が懐かしく、写真を見ると、自身の原点に戻る思いがしま

す。 

 学生時代、某ジャズ研究会でサックスを担当していた私は、放

課後、この記念館の教室で練習するのが常でした。サックスは、

憧れのプレーヤーと同じ機種で、貧乏学生の私が食事の代わり

に飴をなめ、やっと手に入れた超高級品（私にとって）。卒業後

も続けるつもりでしたが、日々の忙しさに流され、サックスに触ることさえなくなりました。 

 それから 26 年後、予想もしない世界的コロナ禍。職場や生活の上での制約は尽きません。ただ昨年の春を

過ぎた頃、こんな状況だからこそできることをと考えるようになりました。そんな折、たまたま明治大学記念

館の写真を目にし、当時の思い出が蘇ったのです。早速、押し入れからサックスケースを引っ張り出し、十数

年ぶりに恐る恐る開けると、何とか無事の様子。吹き方も楽譜の読み方も覚えていませんので、オンラインの

レッスンに加入しました。 

 今では時差出勤でできた朝の時間を活用し、西台駅前のカラオケボックス

へ。室料は 30 分 10 円の激安ですから、朝から大にぎわい。私の他にも、チュ

ーバ、トランペット、ギター、バイオリン、シンセサイザー、三味線など、大

勢の仲間もいます。 

 まだまだ技術は未熟ですが、それでもサックスの独特な響きはたまらないも

のがあり、全身の細胞が喜んでいるように感じます。吹きながら「う～ん……

いい♡」と一人、悦に入ることもしばしばです。 

 校友会の皆様と再びお会いできる日を楽しみに、そして、いつか皆様の前で

演奏をご披露できる日を夢見て、ひそかに練習を重ねていきます。 
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雑感  (ゼミとわたし) 

1959 年に開講し、1999 年の 37 期生まで 計 567 名を輩出した、商学部の坂本 清ゼミの 我ら 12 期生。  専門は、原価

計算論。 本来であれば、13 期生なのだが、先生が研究のため 1 年間渡米していて、ゼミ入室試験が中断したためである。2

年の秋に和泉校舎で入室試験を受けたが、先生はおらず、3 年生もいなかった。試験官は 4 年生。晴れて坂本ゼミ員になって

まもなく、4 年生と一緒に修善寺温泉でゼミ入室歓迎コンパ 兼 追出しコンパ。年が明けて、和泉止まり(留年のこと)の者もな

く、全員が駿河台校舎へ進級。2 月下旬には伊豆大島で、2 泊 3 日のサブゼミ合宿。3 年次からの本ゼミに備えるためである。

駿河台には、ゼミの上級生の姿はなく、3 年生になる我らだけ。ここで我ら 12 期生の一致団結の結束力が深まったことにな

る。3 名の途中退室者が出たが、卒業してから半世紀。 今でも年 1 回、旧交を温めている。中央の写真は、昨年新春に行った

懇親会。古稀を迎えた者、これから迎える者も含めた 7 名が東京近郊から集結。5 年ごとにメッセージプレート、ボードを掲

げ、この時は「古稀に乾杯！」。楽しいひとときでした。  1961 年に発足したゼミ OB 会の「明清会」も 2018 年が、明清会

総会として集う、最後の年となりました。 「生涯の 師はただ一人 花の下」(詠み人知らず) （S48 商商卒）埋草(橋田) 

写真右側手前が筆者 
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清水 雄一郎 (平成 16 年 商学部商学科 卒業) 

～志村ペイント・プロジェクト～ 

皆さま、はじめまして。私はＨ１６商商卒の清水雄一郎と申します。生ま

れも育ちも板橋区で、現在は常盤台に住んでいます。大学時代はゼミ活動に

励んでいました。教養ゼミが寺島ゼミナール、専門ゼミは出見世ゼミナール

です。今でも恩師の先生やゼミの同級生と連絡を取り、ラグビーや神宮野球

観戦をしています。明治の仲間は、卒業してからも縦と横の繋がりがあっ

て、自分の一番の財産になっています。 

現在、仕事は、実家のある前野町で、二代目後継ぎ社長として「三興塗料

株式会社」という建築塗料販売店（卸売業）を経営しています。  大学時代にゼミで企業統治・企業倫理・

ＣＳＲ活動を学んだことを活かして、「人を大切にする経営」、「五方良しの経営」を心がける経営をする

ようになりました。 その結果、おかげさまで「日本でいちばん大切にしたい会社大賞 特別賞」を昨年度、

受賞することができました。 

受賞理由の１つが「塗装ボランティアの実施・資材提供を通じた社会貢献活動」です。 

年に１０～１５箇所程度、全国各地の障がい者施設や財政難の自治体の建物等の塗装ボランティアに参加・

資材提供をしています。 

 今年最初の塗装ボランティアは、志村２丁目（志村銀座商店街と志村三丁目駅の間、御成塚通り沿いの擁

壁）で行なっています。１年半前に「志村ペイント・プロジェクト実行委員会」を立ち上げ、志村小学校・

志村城山町会・地主・ペインターで何回も打ち合わせを実施、コロナ禍の中、今年の１月からプロジェクト

を開始することが出来ました。 

『コロナ禍で、気持ちがふさがりがちな今だからこそ、「我が街を明るく元気に!」との思いをもって小さ

な一歩から行動を起こしていきたい。またそれが「誰一人、取り残さない」とのＳＤＧｓの理念に通じるも

のと確信いたします。 ２０３０年の達成期限に向け、ともに考え、ともに作る。 ５月下旬の完成に向け、

志村小学校の子供たちと共に「誰も置き去りにしない」ＳＤＧｓを板橋区の志村より発信いたします。』 

（志村ペイント・プロジェクト実行委員会） 

 私たちだからこそ出来る「塗装ボランティア」社会貢献活動で、これからも人や街や地域を明るい色に塗り

替えていきます。 もしお近くにお越しの際は、ぜひご覧頂ければ幸いです。ありがとうございます。 
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(編集後記) 従来の過去の活動報告の掲載はやめて、会員を指名させていただいて投稿をお願いしました。投稿のテーマは、

[コロナ禍の現状、明大と私、明大の思い出、私とオリンピック等を題材、ヒントにしてください]と依頼。多くの人に投稿し

ていただき、一安心でした。 

記事内容は、新型コロナウィルス関連と明大関連が多かったと思います。台割をしてみると余白が多く、『埋め草』の文章が

必要となりました。何とか埋草で体裁を整えました。次回からは、寄稿者を増やす等の工夫が必要です。次回はあなたが指名

されるかもしれません。その時は投稿よろしくお願いします。皆様からの投稿お待ちしております。 

編集をお手伝いください。(橋田 隆 S48 商商卒)  

Meijino1meijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijiimeijimeijimeijimeijimeij 

明治大学校友会板橋区地域支部会報 第 43 号(校友会員からの寄稿) 発行日:2021 年 5 月 1 日    
発行人：高木 高明 173-0004 板橋区板橋 4-23-6 電話 03-6789-5425  編集人：橋田隆(幹事長) 

 
[個」を強くする明治大学 「個」をつなぐ紫紺板橋  

Meijino1meijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijimeijeijiimeijimeijim 


